
サイドから中央へ、確実性の高いシュート
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前期は特に、両サイドからの攻撃が機

能。クロス成功率で、左の坂本將貴はリ

ーグ2位の34.0％、右の内田潤は同3位の

33.9％を誇った［DATA 1］。さらに2ト

ップがクロスの受け手となっており、ク

ロス受け数で矢野貴章がリーグ4位の26

本、エジミウソンは同6位の23本を記録

［DATA 2］。サイドと中央のラインがし

っかりつながっていたことが、好調の要

因の一つだった。

しかし、後期は一転して失速。前期リ

ーグ4位だったゴール数（28点）が、11

位（20点）に後退。前期２位のパスAZ

比率は6位となる一方、パスDZ比率は12

位から7位となった。AZでパスをつなぐ

ことができず、DZに押し下げられてい

る展開が浮かび上がる。

年度別のシュート位置［DATA 3］を

見ると、06年トータルではPA外からが

多かったが、07年前期はPA外からのシ

ュートが減り、PA内が増えた。確実性

の高い近距離のシュート、さらにはゴー

ルが多かった前期の流れを、来季は1年

を通じて維持したいところだ。
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高めのライン設定で圧力
今季の新潟の特徴は、失点が昨年の

65から44に減少したことだ。内訳で見

るとPA内失点が54から39に72％減り、

PA外失点が11から5に、ほぼ半減されて

いる。PA外から打たれたシュートのブ

ロック数がリーグ1位で、ボランチ、セ

ンターバックを中心とした集中した守備

がゴール前に堅陣を築いた。

また今季加入の千代反田充と、永田充、

永田の負傷後は千葉和彦のセンターバッ

クコンビを核とするディフェンスライン

と、2人のボランチの間隔の狭さも顕著。

昨季12.0mだったDF－MFの間隔が今季

は7.8mと、リーグで最も狭くなってい

る。バイタルエリアで相手に自由に攻撃

させない守備を実践した。

DFタックルラインは31.0mでリーグ2

位の高さ。全体をコンパクトにしたい意

図がうかがえる。ラインを押し上げるこ

とによって、前線からボールを奪いに行

くアグレッシブな守備を実践したいの

が、鈴木淳監督の意図。DF－MFの間隔

が狭いことは、ディフェンスラインの背

後を破られた際の応急の構えでもある。

To
p

ics 2
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ゴール ゴール 決定率

ドリブル ドリブル
ドリブル
成功率

パス パス
パス
成功率

タックル タックル
タックル
成功率

クロス クロス
クロス
成功率

空中戦 空中戦
空中戦
勝率
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鈴木 淳 

62007年年間順位 勝ち点51
15勝06分け13敗
48得点・47失点・得失点差1
ホーム 勝ち点30 09勝03分け05敗 27得点・23失点
アウェー 勝ち点21 06勝03分け08敗 21得点・24失点

Albirex NIIGATA

攻守にアグレッシブさ発揮
後半苦しむも目標達成する
鈴木淳監督2年目のシーズン

は、ディフェンディングチャン

ピオンの浦和をホームに迎えた

2節、残り3分で2点差を追いつ

き、勝ち点１をもぎ取って自信

と弾みを付けた。4節から6節、

16節から18節と前半戦は2度の

3連勝。連敗をしない勢いに乗

った戦いぶりで、夏の中断期間

を3位という好成績で迎えた。

好調の原動力は新加入のマル

シオ・リシャルデス。中盤の右

に入ると、右サイドバック内田

潤との好連係からチャンスをつ

くり出した。鈴木監督は前から

ボールを奪いに行き、両サイド

バックが同時に上がるのも許容

するアグレッシブなスタイルを

徹底し、前期快走。しかしシーズ

ンを折り返すと、勢いに陰りが

見え始める。両サイドバックの

背後をカウンターで突かれるな

ど守備組織が崩れ、24節から4

連敗。最も苦しい時期だった。

その中で、チームとしての攻

守の動きを再確認。最終的に初

めての１ケタ台になる6位でフ

ィニッシュ。開幕前に鈴木監督

が掲げた「勝ち点50、7位以内」

の目標をクリアした。

攻守どちらも多くの項目で平均以上の
数値を出しており、ポゼッションを志
向しつつ、バランスの取れた機能性の
高い戦いを繰り広げてきたことが分か
る。またむやみにボールをクリアするの
ではなく、しっかりつないでいくところ
に、コンセプトが良く表れている

A SYSTEM 4-4-2

エジミウソン 矢野 

松尾 

北野 

永田 千代反田 内田 

坂本 本間 シルビーニョ マルシオ リシャルデス 

B SYSTEM 4-4-2

エジミウソン 矢野 

坂本 

北野 

永田 千代反田 内田 

鈴木慎 本間 シルビーニョ マルシオ リシャルデス 

4－4－2の基本システムはシーズンを
通して変わらず。先発メンバーも、比
較的固定されての戦いだった。前期と
後期とで大きく変わった点は、左MFの
鈴木が大分に期限付きで移籍したこと。
そのため坂本が一つポジションを上げ
て、左サイドバックに松尾が入った
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北野　貴之
野澤　洋輔
諏訪　雄大

三田　光
千代反田　充
永田　充
田中　秀哉
内田　潤
海本　慶治
中野　洋司
松尾　直人
鈴木　大輔
千葉　和彦
ディビッドソン　純マーカス
松下　年宏
シルビーニョ
坂本　將貴
本間　勲
寺川　能人
鈴木　慎吾
田中　亜土夢
六車　拓也
吉澤　正悟
マルシオ　リシャルデス
深井　正樹
エジミウソン
矢野　貴章
河原　和寿
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※背番号の●は途中移籍した選手、□は途中加入した選手
※試合=出場試合数、時間=出場時間（分）、スタ=スタメン回数、
［GK欄／控え=控え回数、失=失点、失内=失点PA内、失外=失点PA外、

セー=セーブ、セ内=セーブPA内、セ外=セーブPA外、
フィ=フィード、ロン=フィードロング、ショ=フィードショート］、

［GK以外／途出=途中出場回数、ゴー=ゴール、シュ=シュート、
パス=パス、ラス=ラストパス、クロ=クロス、スル=スルーパス、ドリ=ドリブル、
タッ=タックル、インタ=インターセプト］

�J-LEAGUE PHOTO INC.

DATA 1 DATA 2 DATA 3

アシストクロス数は、2007年前期の時点で、
昨季最下位だった5本を上回る8本（4位）
となった。クロス成功率では、坂本、内田が
上位に入り、受け数では、トップ１０に矢野、
エジミウソンの2名がランクインしている。 

1
2
3
4
4
6
6
8
9
9
9

順位 

ヨンセン 
ルーカス 
マルキーニョス 
矢野 貴章 
バレー 
巻 誠一郎 
エジミウソン 
チョ ジェジン 
大島 秀夫 
坂田 大輔 
ウェズレイ 

選手名 

名古屋 
Ｆ東京 
鹿島 
新潟 
Ｇ大阪 
千葉 
新潟 
清水 
横浜ＦＭ 
横浜ＦＭ 
広島 

チーム名 

40 
34 
27 
26 
26 
23 
23 
22 
19 
19 
19

クロス受け 

1
2
3

順位 
ポンテ 
坂本 將貴 
内田 潤 

選手名 
浦和 
新潟 
新潟 

チーム名 
38.0% 
34.0% 
33.9%

成功率 

※クロス数50本以上の選手中の順位 

年度別アシストクロス位置 
2006年 2007年後期 2007年前期 

前期クロス受け数ランキング 

前期クロス成功率ランキング 

今季のシュート数
が減少したのは、 
特にPA外からシ
ュートのもの。PA
内では特に左側
部分が大幅に増
加している。 

（2006年） 

※本数は17試合に換算してあります 

（2007年） 

前後期別シュート位置 
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今季は、DFタックルラインは31.0m（2位）
と高く、DF-MFの間隔は昨季12.0mだっ
たが、今季は7.8mと一番狭くなっている。 

54.0m

38.8m

31.0m28.3m
12.0m 7.8m

40.3m

57.6m

2006年 2007年 

ペナルティエリア外で
のブロックシュート数は、
リーグ1位の20本。 

年度別失点数 年度別タックルライン PA外 
ブロックシュート数 
ランキング 

1
1
3
3
3
6
6
8
8
10
10
12
13
13
15
15
17
17

千葉 
新潟 
川崎Ｆ 
G大阪 
神戸 
柏 
広島 
鹿島 
浦和 
F東京 
横浜FC 
大分 
大宮 
甲府 
清水 
名古屋 
横浜FM 
磐田 

20 
20 
19 
19 
19 
18 
18 
17 
17 
14 
14 
12 
11 
11 
10 
10 
6 
6

順位 チーム名 PA外 

（本） PA内失点 PA外失点 FWMFDF


